
ハーブ・スパイスの抗アレルギー活性

機能性

技術の特徴
・ハーブおよびスパイスの抽出物に、抗アレルギー活性を示すものが確認された。

研究の内容

マスト細胞の中に蓄積されていた
ヒスタミンなどが抗原刺激により
細胞外へ出てくる→じんま疹など
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今後の展開

80%EtOH抽出物を10μg/ml添加
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ハーブ抽出物の脱顆粒抑制活性 インド産スパイス抽出物の脱顆粒抑制活性

今後の展開
・抗アレルギー活性を示す成分の単離・同定をすすめ、抗アレルギー食品素材としての利用可能性を
探る。
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